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 第 4章では、沖縄県水納島で採集した海洋シアノバクテリア Okeania hirsuta より単離した
minnamide A の構造と生物活性について述べた。Minnamide A は、水酸基と-分岐型メチル基の繰
り返し構造からなる脂肪酸を有する直鎖リポペプチドであり、この繰り返し構造は天然物で初の報







 第 5章は、これらの研究に対する総括である。本研究では海洋シアノバクテリアより 2つの新規
ポリケチド－アミノ酸・ペプチドハイブリッド化合物を単離・構造決定した。また、minnamide A
の作用機序を部分的に解明した。 
 以上、本研究で発見した物質 minnamide A が銅イオンが関わる新しい型の細胞死を誘導すること
を明らかにした。そのシグナル制御機構研究に有用な研究用試薬につながるものと考えられる。ま
た、新規性の高い化学構造をもつ天然物を発見したことにより、新しい生合成経路の発見につなが
ると考えられる。本研究成果は天然物化学のみならず、生命科学や生合成など関連分野にも貢献す
るものである。よって、本論文の著者は博士（理学）の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査委員会委員で試問を行
い、当該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
 
